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１．概要（Summary ） 

チタンインプラントの細胞および動物体内での応答を

模擬するためモデル基材での基礎検討を試みる.そのた

めの材料調製として，マイクロ・ナノパターンを持つシクロ

オレフィンポリマー(COP)フィルムをナノインプリントにて作

製し，その後，チタンスパッタ装置にてチタンコートを技術

代行依頼した.得られたチタンパターンにて，細胞培養や

動物実験での応答を検討する. 
 
２．実験（Experimental） 
○ナノインプリント方法：2 µm～500 nm 系のピラー・ホー

ル・グルーブのシリコンモールド上に COP フィルムを被せ，

熱プレス機にて 4 MPa・175℃・4 分間プレスし，冷却後，

脱モールドしてパターン化 COP フィルムを得た. 

 
○チタンコート方法：パターン化 COP フィルムに対し，上

面および側面にもコート可能な多元スパッタ装置にて，斜

め 57 度から基板を回転させながら任意の強さ・時間にて，

Ti スパッタ成膜を行った. 

【 利用装置 】 ：多元スパッ タ装置 （アルバック／

QAM-4-ST） 
 
○細胞培養方法：チタンコートパターン上にてヒト骨芽細

胞様細胞 Saos-2 を石灰化誘導培地にて 2 週間培養し，

石灰化能の違いを検討した.その後，石灰化物をアリザリ

ンレッド染色にて評価した. 

 

○動物実験方法：雄の Wistar ラット（7 週齢，約 200g）に

麻酔をかけ，その後，大腿骨に開けた 1×2mm の長方形

の穴から髄腔にカットして作製した柱状チタンコートパタ

ーンを挿入し，移植 4 週間後の石灰化状態を観察する計

画中である. 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
○チタンコート： ナノインプリントで作製したパターンに

対し，Ti スパッタでの成膜を依頼した.15nm コートと

30nm コートを試作し，チタン色に近い色調から判断し

30nm が適度であった.その際，他の装置で見られた熱

変形は観察されなかった. 

 
○細胞培養： チタンコートしたグルーブ，ホール，ピラー

上（2 µm～500nm）にてヒト骨芽細胞様細胞 Saos-2 を

石灰化誘導培地にて培養し，石灰化能の違いを検討し

た.培養 2週間後，石灰化物をアリザリンレッド染色にて評

価した結果，パターンサイズや大きさにより大きな違いが

現れた.いずれも平面よりもパターン化した方が石灰化は

高く，特にピラー（直径 500 nm，高さ 500 nm，ピッチ 

1:1）が一番高かった.今後，より詳細な検討や動物実験

を行う計画である. 
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